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　　　　　「 ZOOMで朝活」 

  Merry 
Xmas
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＼ �������　続々と開催してます！ ／　 

!
!

!
!

 

「 エールミーティングやってみませんか？」 

10 00$ 12 00

「 SSW業務ってなぁに？～香川版業務指針を考える～ 」 

���	���
���������

���������が完成しました！ 
                 ぜひ、ご覧ください。 

HP QRコード 
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SSW 1
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SSWer $
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10 00$ 12 00

「 高校SSW交流会」 

���(メーリングリスト) に登録すると 
　研修案内など新着情報をいち早く受け取れます。 

ML登録用 
QRコード 
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香川スクールソーシャルワーカー協会　 
　　　編集広報委員 ：   清水 美沙、福家　恭子 
　　　　　　事務局 ： 四国学院大学西谷研究室内 
　　 　　 　　　　　　　香川県善通寺市文京町3－2－1　 
  　　メールアドレス： kagawa.k.ssw@gmail.com　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

SSW SSW SSW SSW SSW SSW SSW SSW SSW SSW SSW SSW

Thanks  you  for  reading
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 「ケース会議の開催について」 
　　　　　　　　　　　　　　　　講師：藤澤　茜 氏 

 研修Ⅱ「事例検討」 
　助言者：鈴木 庸裕 氏（日本福祉大学） 

● ● ● ● ● ● ●

10：00  
　ケース会議を行っているかどうかの確認とその実施状況を話し合いました。 
 大阪府立大学 山野則子教授らによる「効果的なスクールソーシャルワーカー配置プログラム」における 
ケース会議関連の項目チェックを元に、支援の流れからケース会議の意識共有、支援の作成からのすり合 
わせといったケース会議に至るまでの事前準備の必要性や方法など参加者が具体的にどのように行ってい 
るかを聞きました。文書で起案して供覧している方や、ワーカーとしての知識を生かし、関係機関の動きや意見を予測し、
学校側のサポートができるようにしている等の意見もありました。そして、ケース会議の運営や進行では協働と役割分担
や、ケース会議のマニュアル、タイムスケジュールを把握した上でのサポートや工夫などを共有しました。各支援をわかり
やすく視覚化し、役割の落とし込みやまとめをしやすいようにホワイトボードを活用している事例も出ました。 
　 参加者の皆さんの感想としては、ケース会議の内容を子どもにフィードバックするのか考えたい、ホワイトボードの使
用が可能なら取り入れたい、ケース会議の成果を出さなければならないと１人で気負わずコミュニケーションに失敗は無
いという気持ちで行っている、みんなの声を大切にしていきたい、これらの研修内容を活用し次のケース会議に生 
かしたい等の多くの意見が聞かれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（丸亀市SSWer　　土居　やよい） 
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　日本福祉大学の鈴木庸裕先生が講師として来県してくださいました。今回の事
例検討では、土居やよいさんが報告してくださり、子どものニーズが見えづらい
中で、SSWerとして何ができるのかを検討しました。 
　事例内容の確認をする中で、 中学校では当たり前に使われている「団長」と
いう言葉を鈴木先生は知らなかったようで、地域独自で使っているワードだと知
り驚きました。地域によって言葉が異なっても、子どもを想う気持ちは同じだと
考えることができました。また、多職種で同じ共通言語を使うことが重要なので
はなく、相手がこの言葉をつかう意味合いをお互いに知ることこそが、多職種と
協働することにつながっていくと学びました。 
　鈴木先生からは、５W１Hと活用して事実を記入するところで、いつどこで何
をどのようにと記載していくことで、ニーズが何なのかと考えることができる。
ケースを要約することが、相手に意図を伝える練習にもなると助言くださいまし
た。 
　今回は、１２名も参加者していただき、感染症予防対策を実施しながら事例検
討会を行うことができました。参加者のみなさま、ご協力ありがとうございます。　　　　　　　　　　　　　

（善通寺市SSWer　　清水　美沙） 
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鈴木 庸裕 氏 
著書の紹介 


